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第７５回道南医学会大会医学研究奨励賞推薦演題 

機械翻訳を利用した自然言語処理の試み−放射線画像診断レポート

を素材として− 
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【要旨】 

機械翻訳の精度が著しく向上している状況を踏まえ、機械翻訳を利用した自然言語処理の手法を検討した。放射

線画像読影レポート見逃し防止作業を対象とした。読影レポートを英訳し、自然言語処理に必要な前処理後に、機

械学習モデルを作成した。このモデルにより感度 96％が得られ、スクリーニング検査として満足のいく結果と思

われた。英訳することで定型的な自然言語処理技術を用いることができ、効率的かつ精度の高い予測モデルの構築

が可能であった。医学用語の多い電子カルテは英訳になじみやすいので、本手法を他のテキストデータへと拡張す

ることも容易と思われる。 
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【はじめに】 
プログラミング言語のように人工的に作られた言語

を人工言語といい、我々が日常用いている自然発生的

に生まれた言語を自然言語という 1)。医療情報が持つ

膨大なテキストデータの有効な利活用には、自然言語

処理技術が必須である 2)。一方、自然言語処理はおもに

英語圏で発達してきた技術であり、英語と日本語の自

然言語処理には異なる点が多く存在する 3)。近年、機械

翻訳の精度が著しく向上している状況を踏まえ、機械

翻訳を介した自然言語処理の可能性を検討した。 

本検討の素材として日本語で記載された放射線画像

読影レポートを用いた。放射線画像診断を依頼した医

師は、診断結果を確実に把握し患者の治療に活かす必

要がある。読影レポート、特に悪性腫瘍に関連するレ

ポートの見逃し防止のため、当院ではメディカルイン

フォメーションセンターのスタッフが要チェックレポ

ートを抽出し、それをもとに依頼医へ注意を促してい

る。この作業に割かれる人的・時間的資源は決して小

さくない。今回の成果を利用することで要チェックレ

ポートの自動抽出が可能になれば、大きな業務改善に

繋がるものと期待される。 

 

【方法】 

テキストデータの処理；2021 年 2〜5 月の日本語で

記載された放射線画像読影レポート 4,714件を対象と

した。これらのレポートにはスタッフによる要チェッ

クか否かの「答え」が付加されている。それらの読影

レポートを機械翻訳システム DeepL 4)によって英語に

翻訳した（図1）。英訳データにステミング、小文字化、

「特殊文字，ピリオド，数字」の除去、ストップワー

ドの除去よりなる前処理を施した（図２）。ステミング

とは、語幹化、複数の語形をまとめることで、例えば、

read、readingなどの語形をreadに統一する操作であ

る。また、ストップワードとは、冠詞のtheやitなど、

ドキュメント内容に直接関係しない語をいう 5)。これ

らの前処理によって得られた 4,942単語より、出現頻

度をもとに 577単語を抽出した。これらを説明変数と

し、スタッフによってラベリングされた「要チェック」

の有無を目的変数とした。以上の自然言語処理には R

パッケージtmと同SnowballCを用いた。 

 教師あり機械学習；対象レポート 4,714件を教師デ

ータ 4,164件とテストデータ550件に分割した。テス

トデータでの正解率（要チェックありの率）はリアル

ワールドデータと同じ18％に設定し、訓練のための教

師データの正解率は40％に設定した。これは、訓練デ

ータの正解率を高めることで精度の高いモデル構築が

可能になるためである。教師あり機械学習の手法とし

て、ランダムフォレスト法を用いた（R パッケージ

randomForest）。 

 

【結果】 

テストデータを用いたときの混同行列を示した（図
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3）。この表より、感度96％、特異度89％、正確度91％

が得られた。変数重要度は、figur（figureをステミン

グしたもの）、mass、increas（increaseをステミング

したもの）、cancerの順であった（図4）。なお、figur、

mass、increas、cancer は、それぞれ「図」、「腫瘤」、

「増大（あるいは増加）」、「癌」の英語訳に相当する。 

 

【考察】 

英訳データを使用する利点は、実績のある「英語用」

の自然言語処理技術を適用でき、解析過程を単純化で

きることである。自然言語処理の基本的解析技術には、

形態素解析、構文解析、文脈の解析、意味の解析など

がある 1)。今回用いた説明変数はレポート中の単語の

出現パターンであり、技法としては文を単語に分割す

る形態素解析で十分であること、読影レポートは使用

される単語が限られ定型文が多いことにより、翻訳に

よるデメリットは小さいと考えられた。 

 構築した機械学習モデルの精度は、感度96％、特異

度89％、正確度91％であった。対象としたタスクは高

い感度が求められるスクリーニング作業であったが、

感度 96％は満足できる水準と考える。変数重要度は、

日本語に直すと、図、腫瘤、増大、癌の順であった。機

械学習モデルは、説明変数とした 577単語のうち、こ

れら 4語など重要度上位の語を含むレポートを「要チ

ェック」とラベルした。その結果として、感度96％と

いう高い精度が得られた。目的が癌に関連する読影レ

ポートの見逃防止であることを考えると、理解しやす

い結果と思われる。 

 今後に残された課題がいくつかある。まず、本研究

は機械翻訳により日本語の自然言語処理が容易になる

ことを期待しているが、標準的な日本語自然言語処理

との比較は行っていない。日本語を対象とした自然言

語処理手法には、MeCabが知られている 3)。構築モデル

の精度などを、日本語を対象とした手法と比較するこ

とが望まれる。 

 また、機械翻訳にはコストが掛かることも知ってお

くべきである。DeepLの料金体系は、5 ファイル/月（最

大ファイルサイズ10MB）で年間12,000円、20 ファイ

ル/月（最大ファイルサイズ 20MB）で年間 30,000 円、

100 ファイル/月（最大ファイルサイズ 20MB）で年間

75,000円である 6)。今回は年間30,000円のプランで実

行した。DeepLは高性能で知られるが、機械翻訳にどの

程度の性能を求めるのか検討の余地がある。低コスト

の機械翻訳ソフトも候補となるだろう。 

 偽陰性や偽陽性症例の詳細なレビュー、ランダムフ

ォレスト法以外の手法、特に深層学習の利用など、検

討すべき点が残っている。ただし、スタッフによるラ

ベリングが必ずしも「正解」とは限らない。そもそも、

セーフティネットとして行っている作業であり、人間

あるいは機械、どちらがマーキングするにしても本作

業に過度の精度を期待するべきではないと感じる。 
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